
令和８年度 長野市立長野中学校の適性検査問題の作成方針 

 
 
１ 出題の基本方針 

 

（1） 小学校学習指導要領を基に、思考力や判断力、表現力等、小学校の学習で身に付けた総合的な力 

をみるとともに、広い視野や自分の考え方をもって学習することへの適性をみる。 

（2） 社会や身近な地域、生活の中にある事象や課題について、自分の経験や知識で分析し、身の回り 

の環境や社会に対して積極的に働きかけていくことへの適性をみる。 

（3） 身近な事象について視点を定めて考察し、考えたことや自分の意見を、筋道を立ててわかりや 

すく説明する力をみる。 

（4） 与えられた文章や資料から、課題となる条件を読み取り、自分の考えや感じたことを表現する力 

をみる。 

 
 

２ 問題の構成及び主なねらい 

 

【適性検査】（50 分） 

【問１】 災害に備える備蓄品としての水の量について、１人あたり非常時に必要な１日の飲料用 
の水の量や、家族４人で７日間に必要な水の量について求める。また、ローリングストッ 
クを行うために、計画的に消費する量について、計算や言葉を用いて説明する。さらに、 
非常食の備蓄について１食分の非常食が入った箱を収納ケースにしまうときに、箱の向き 
によって入れる箱の個数が変わるのか考え、その理由を計算や言葉を用いて説明する。 

【問２】 長野市の中山間地域におけるソルガムの栽培とジビエの捕獲・加工に関する複数の資料 

を読み取り、生産者や消費者の立場で、その良さを説明する。また、SDGｓに関連付けて 

それらを生産することの地域にとっての意義を説明する。 

【問３】 リンゴとヘーゼルナッツを扱った授業の一場面を科学の視点で捉え、考える場面で、登 

      場人物がもった考えや疑問は何か、「調べた結果」や「実験計画」の内容を根拠に説明する。 

      また、電子天秤の使い方に対する正しい理解のもと、砂糖とサラダ油の「体積」と「重さ」 

の関係について説明する。さらに、問題を解決するために制御する条件について正しく判 

断する。 

 
 

【作文】（50 分） 
【問】 ・２つの文章を読み、本文中の語句の意味や内容の要点を捉える。 

・文章に関連する経験についての内容を読み、共通点を説明する。 
・これまでに「失敗」「課題」「困難」をどのように乗り越えようとしてきたかについて、 

具体的な場面や出来事を挙げ、その経験から学んだことを説明する。 
 
 



令和８ 年度

長野市立長野中学校入学者選抜

適性検査（ 時間 50 分）

【 注意事
じ

項
こ う

】

 1　 「 始め」 の合図があるまで、 中を開いてはいけません。

 2　 検査問題は、 【 問1】 から 【 問3】 まであり 、 問題冊
さ っ

子
し

の４ ～11ページに印刷さ

　 　 れています。

 3　 問題冊子と は別に、 3枚
まい

の解答用紙があり ます。 3枚の解答用紙に、 氏名と 受検

　 　 番号をまちがいのないよう に書きなさ い。

 4　 解答は、 すべて解答用紙の解答ら んに書きなさ い。 なお、 解答用紙の※印のあると

　 　 こ ろ には、 何も 書いてはいけません。

 5　 問題冊子のあいていると こ ろは、 メ モに使っ ても かまいません。

 6　 検査が始まっ てから 、 印刷がはっ きり し ないと こ ろや、 ページが足り ないと こ ろ

　 　 があれば、 静かに手をあげなさ い。

 7　 答えを直すと きは、 きれいに消し てから 、 新し い答えを書きなさ い。

 8　 まわり の人と 話をし たり 、 用具の貸し 借り をし たり し てはいけません。

 9　 解答は、 指定さ れた字数や条件にし たがっ て書きなさ い。

　 　 また、 句読点（ 、 。 ） やかぎかっ こ （ 「 　 」 ） も １ 字に数えます。
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こ のページに問題はあり ま せん。

計算やメ モに使っ ても かま いま せんが、 解答は解答用紙に書く こ と 。
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こ のページに問題はあり ま せん。

計算やメ モに使っ ても かま いま せんが、 解答は解答用紙に書く こ と 。
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【 問１ 】 緑
みどり

さ んの学級で は、 「 防災」 を テ ーマ にし た学習を 行いま し た。 学習し たこ と を も と に、 緑さ

　 　 　 　 んがお母さ んと 一緒
し ょ

に、 自分の家庭の備蓄
ち く

計画について話を し ていま す。 各問いに答え なさ い。

会話文１

　
　 　 緑さ ん：  災害があっ た時のために日頃

ごろ

から 食品の備蓄を し ておく こ と が大切である と 学びま し た。

 私
わたし

の家でも 、 食品の備蓄計画を 立てま し ょ う 。

　 お母さ ん：  そう で すね。 ま ず、 水の備蓄計画を 考えま し ょ う 。

　 　 緑さ ん：  水は、 １ 人あたり １ 日３ Ｌ
リ ッ ト ル

必要だと 学びま し た。 ａ その水の40％は飲料用に使う と さ れ

 て いて 、 残り は調理用な ど に使われま す。 そし て 、 水はで き れば７ 日分用意する 必要が

 あり ま す。 私の家は４ 人家族ですので、 ｂ 84Lの水が必要になり ま すね。

　 お母さ ん：  現在、 自宅
たく

には、 水を 備蓄し ていま せん。 84Lの水を 買っ てき ま し ょ う 。

　

⑴　 下線部ａ について 、 非常時に必要な １ 日の飲料用の水は１ 人あたり 何Lになる か、 書き なさ い。

⑵　 下線部ｂ の84L はど のよ う な 計算で 求めた と 考え ら れま すか。 会話文１ の２ 人の会話の中にある

　 　 数字を 使っ て 、 その式を 書き な さ い。

会話文２

　
　 　 緑さ ん：  水を 買っ てき て 、 84Lの水を 自宅に備蓄する こ と ができ ま し た。 けれど も 、 大量の水を 運

 ぶのは重く て大変でし たね。

　 お母さ ん：  買っ て き た水の賞味期限は２ 年後で す。 災害がな く 、 水を 消費せずに２ 年を 過ご すと 、

 ２ 年後、 一度に84Lの水を 買い替
か

える こ と になり 、 大変で す。

　 　 緑さ ん：  備蓄し ている 水の一部を 消費し たら 、 その分を 買い足し 、 補
ほ

充
じ ゅ う

し ていき ま し ょ う 。 そし

 て、 84Lの水が備蓄さ れている 状態を 保っ ていき ま し ょ う 。

　 お母さ ん：  それで は、 １ か月ごと に備蓄し て いる 水の一部を 消費し て、 入れ替え ていく のはど う で

 し ょ う か。

　 　 緑さ ん：  それはよ い考え ですね。

　 お母さ ん：  も っ たいないので、 賞味期限切れの水が出ないよ う にし たいですね。 例えば、 備蓄し てい

 る 水を １ か月に２ Lずつ、 賞味期限の古い水から 順に消費し て新し い水と 入れ替え ていく

 計画はど う でし ょ う か。

　 　 緑さ ん：  ｃ １ か月に２ Lずつだと 、 う ま く いき ま せん。 賞味期限切れの水が出ないよ う にする には、

 １ か月に最低で も  ア  Lを 消費する 必要があり ま す。

　

⑶　 下線部ｃ について 、 緑さ んがそのよ う に考え た理由を 、 計算や言葉を 用いて書き なさ い。

⑷　  ア  に当てはま る 数を 書き なさ い。
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次に、 緑さ んは、 お父さ んと 一緒に、 非常食の備蓄計画について話を し ていま す。

会話文３

　
　 　 緑さ ん ： 図１ のよ う な 、 １ 食分の非常食が

入っ た箱を まと めておき たいですね。

　 お 父さ ん ： い ざ と い う と き に 家族４ 人が食事

に 困
こ ま

ら な い よ う に 、 こ の非常食を

た く さ ん 備蓄し て お き ま し ょ う 。

　 　 緑さ ん ： そ れな ら 、 こ の非常食の箱を し ま

う 収
し ゅう

納
のう

ケ ー ス が必要に な り ま す ね。

　 お 父さ ん ： 自宅に は図２ のよ う な 収納ケ ー ス

があ り ま す 。 図２ の収納ケ ー ス に 、

図１ の箱は何個し ま う こ と がで き

る で し ょ う か。

　 　 緑さ ん ： はし から つ め て 、 な る べく 多く の

箱がし ま え る と よ い で す ね。 収納

ケ ー ス に ふた を す る た め に 、 収納

ケ ー ス の高さ を こ え な い よ う に 図

１ の箱を し ま い た い で す。

　 お 父さ ん ： ま ず は図１ の向き のま ま 入れて み

ま し ょ う 。 １ 段
だん

目 の 横 は イ  個

並
なら

べ ら れ て 、 縦
たて

に は ウ  個 並 べ

ら れま す 。 そ れが、 エ  段積み重

ねる こ と がで き ま すね。

　 　 緑さ ん： つ ま り 、 図１ の向き のま ま し ま う と 、 最大で 80個し ま う こ と がで き ま すね。

　 お 父さ ん ： ｄ 図２ の収納ケ ー ス の向き はそ のま ま で 、 図１ の箱の向き を 変え た ら 、 し ま う こ

と ので き る 箱の個数は変わる で し ょ う か 。

　
以下、 収納ケース の面の厚さ は考え ないも のと する 。

⑸　 イ  、 ウ  、 エ  に当てはま る 数を それぞれ書き なさ い。

⑹　 ２ 人の会話中の下線部ｄ について 、 図１ の箱を 図３ の

　 　 向き に変えま す。 こ のと き 、 図２ の収納ケースにし ま う

　 　 こ と ができ る 箱の個数はど う な る か、 次の①から ③の中

　 　 から ふさ わし いも のを 選び、 番号を 書き なさ い。

　
　 　 　 　 ①　 増える 　 　 ②　 減る 　 　 ③　 変わら な い

　
　 　 ま た、 そのよ う に考え た理由を 、 計算や言葉を 用いて書き なさ い。

非常食
高さ 10㎝

縦10㎝

横15㎝

図３

高さ 45㎝

横48㎝

縦76㎝

図１ 　 １ 食分の非常食が入っ た直方体の箱

図２ 　 直方体の収納ケース

収納ケースに

し まう

高さ 10㎝

横10㎝

縦15㎝
非

常
食

非
常

食
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【 問２ 】 緑
みどり

さ ん と 学
まなぶ

さ ん が 来 月 の こ ん だ て 表 を 見 て 話 を し て い ま す 。 資 料 を 参 考 に し て 、 各 問

　 　 　 　 い に 答え な さ い 。

会話文１

　
　 緑さ ん：  来月の給食に ソ ルガ ム入り のス ー プ と シ カ 肉のハン バーグ がで ま す ね。  

　 学さ ん ：  最近、 ソ ルガ ムやジ ビ エ と い う 言葉を よ く 耳に し ま す 。

　 緑さ ん ：  私
わたし

はソ ルガ ムのａ 畑を 見た こ と がな い ので す が、 長野市のど こ に あ る ので し ょ う か。

　 学さ ん ：  タ ブ レ ッ ト 端
たん

末で 調べる と 、 中山間地域
いき

で さ い ばい が広がっ て き て い る こ と がわか

 り ま し た 。

　 緑さ ん ：  私はジ ビ エ に つ い て 調べた ら 、 ７ 年前に ジ ビ エ 加工セ ン タ ー が長野市の中山間地域

 に で き た こ と がわかり ま し た 。

　 学さ ん ：  ２ つの共通点は、 中山間地域を 中心に 生産さ れて い る こ と で す ね。 ま た 、 調べて い る

 な かで 、 中山間地域は人口減少が進んで い る こ と も わかり ま し た 。

　 緑さ ん ：  中 山 間 地 域 で ソ ル ガ ム の さ い ば い や ジ ビ エ の 加 工 が 広 ま っ て き た り 、 ソ ル ガ ム や

 ジ ビ エ を 食べる よ う に な っ て き た り し て い る のはな ぜで し ょ う か。

　 学さ ん：  何か理由があ り そ う で すね。 資料を 集めて 調べて みま し ょ う 。

　 　 ※ソ ルガ ム： イ ネ 科モ ロ コ シ 属の植物　

　 　 ※ジ ビ エ ： シ カ やイ ノ シ シ な ど 野生動物の食肉を 指す フ ラ ン ス 語

　 　 ※中山間地域： 山間地やそ の周り の地域（ 農林水産省ホ ー ム ペ ー ジ よ り ）

緑さ んと 学さ ん はソ ルガ ムと ジ ビ エ に つい て 、 以下の資料を 集めま し た 。

　
　 【 ソ ルガ ムに 関す る 資料】

　 資料１ 　 ソ ルガ ムの特徴
ちょ う

（ 信州産ソ ルガ ム普
ふ

及
き ゅ う

協会ホ ー ム ペ ー ジ よ り 作成）

　
　 　 ソ ルガ ムは高温やかんそ う に 強く 、 やせた 土地で も 育成が可能で あ る 。 農薬を 使用し な く

　 　 て も 育つ手間がかから な い 植物で あ る 。

　 資料２ 　 ソ ルガ ムの栄養 （ 100ｇ あ た り 　 日本食品標準成分表よ り 作成）

た んぱく 質 炭水化物 鉄 ビ タ ミ ン B6 食物せんい

ソ ルガ ム 9.5ｇ 72.0ｇ 2.4mg 0.24mg 4.4ｇ

米 6.1ｇ 83.1ｇ 0.8mg 0.12mg 0.5ｇ

小麦 8.3ｇ 80.3ｇ 0.5mg 0.03mg 2.5ｇ

　 　 ※mg： 重さ の単位

　

　 資料３ 　 長野市中山間地域の農家数　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 （ 第三次長野市やま ざ と 振
し ん

興計画よ り 作成）

0

2,000

4,000

6,000

8,000（⼾数）

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和2年

ソ ルガム
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　 【 ジ ビ エ に 関する 資料】

　 資料４ 　 年間の野生動物によ る ひ害（ 令和４ 年度長野市鳥 獣
じ ゅう

被
ひ

害防止計画、 農地農業用施
し

設の野生動物被害と そ の対策
さ く

よ り 作成）

野生動物 ひ 害を 受け た 農業品目 農業ひ害金額

シ カ
り ん ご 、 プ ルー ン 、 米、 豆

な ど
1,324万円

イ ノ シ シ
米、 り んご 、 ぶど う 、

プ ル ーン 、と う も ろ こ し など
1,009万円

　

　 資料５ 　 ジ ビ エ の栄養（ 100ｇ あ た り 　 日 本食品標準成分表よ り 作成）

た んぱく 質 ビ タ ミ ン B2 ビ タ ミ ン B6 脂
し

　 質 鉄

イ ノ シ シ 肉 18.8ｇ 0.29m g 0.35m g 19.8ｇ 2.5m g

豚
ぶた

　 肉 5.4ｇ 0.05mg 0.07m g 70.7ｇ 0.4m g

た んぱく 質 ビ タ ミ ン B2 ビ タ ミ ン B6 脂
し

　 質 鉄

シ カ 肉 22.6ｇ 0.32mg 0.55m g 5.2ｇ 3.4m g

牛　 肉 21.1ｇ 0.12mg 0.5m g 9.1ｇ 2.1m g

　 　 ※mg： 重さ の単位

会話文２

　
　 学さ ん ：  調べた こ と を ｂ 表に 分類し て ま と める と 、 私た ち 消費者に と っ て のソ ルガ ムと ジ ビ

 エ の良さ は共通し て い ま す ね。

　 緑さ ん ：  消費者だ け で はな く 、 生産者に と っ て も 良さ があ る こ と がわかり ま す。  

　 学さ ん：  ソ ルガ ムと ジ ビ エ を つく り 、 食べる こ と の良さ は、 消費者や生産者の生活を 豊かに

 する だ け で はな く て 、 中山間地域に と っ て も 良さ があ る と 思い ま す 。

　 緑さ ん：  そ れは、 以前授業で 習っ た SDGsに も つな がる ので はな い で し ょ う か。

　 学さ ん：  本当で すね。 私はｃ SDGs11番「 住み続け ら れる ま ち づく り を 」 に つな がる と 思い ま

 し た 。 中山間地域に と っ て は、 私た ち がソ ルガ ムやジ ビ エ を 食べる こ と で 、 住み続

 け ら れる ま ち づく り に つな がっ て い く のかも し れま せんね。

　

⑴ 　 会話文１ の下線部ａ に つい て 、 「 畑」 の地図記号は次の①から ③のう ち ど れか。 ふさ わし い

　 　 も のを 選び 、 番号を 書き な さ い 。

① ② ③

野生動物は山林に生息し て いる

こ と が多いため、 中山間地域で

ひ害が大き い。
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⑵　 会話文２ の下線部ｂ に つい て 、 次の表は学さ んと 緑さ ん が資料１ ～資料５ から 読み取っ た こ

　 　 と を も と にし て 生産者と 消費者そ れぞれの立場から と ら え た 取組の良さ を ま と めた も ので す。

　 　 表のア 、 イ 、 ウ に 入る 内容と し て ふさ わし い 文を 書き な さ い 。

　 表

取組
立場 ソ ルガ ムを さ い ばい す る 野生動物を ほかく す る

生産者

（ 中山間地域の農家）
ア イ

取組
立場 ソ ルガ ムを 食べる ジ ビ エ を 食べる

消費者 ウ

⑶　 会話文２ の下線部ｃ に つい て 、 ソ ルガ ムと ジ ビ エ を つく っ た り 食べた り する こ と が、

　 　 SDGs 11番の「 住み続け ら れる ま ち づく り を 」 に つな がる 理由を 、 以下の 条件を ふま え

　 　 て 書き な さ い 。

　
　 　 　 　 条件１ ： 資料１ ～資料５ のい ずれかの資料（ ２ つ 以上で も 良い ） を も と に し て 理由

　 　 　 　 　 　 　 　 を 書く こ と 。 そ の際に 用い た 資料番号を すべて 書く こ と 。

　 　 　 　 条件２ ： 「 中山間地域は人口減少が進んで い る 」 に 続け て 理由を 書く こ と 。

　

　 　 　 　 　 持続可能な 開発目標　 SDGｓ よ り （ 日本ユ ニ セ フ 協会ホ ー ムペ ー ジ よ り 引用）
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こ のページに問題はあり ま せん。

計算やメ モに使っ ても かま いま せんが、 解答は解答用紙に書く こ と 。

問題は次のページに続き ます。
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【 問３ 】 緑
みどり

さ んと 豊
ゆたか

さ んは、 総合的な 学習の時間で 長野市の有名な 食べ物を 多く の人に知っても らう 方

　 　 　 　 法を 考え て い ま す 。 各問い に 答え な さ い 。

　 　
　 緑さ ん：  長野市の有名な 食べ物を よ り 多く の人に 知っ て も ら う た め

 に はど う し た ら よ い で し ょ う か。

　 豊さ ん：  有名な 食べ物について 調べたこ と を 伝え たり 、 その食べ物を

 使っ た お 菓
か

子を 作っ た り する のはど う で す か。

　 緑さ ん：  い い で すね。 私
わたし

は、 長野市と 言え ばリ ン ゴ が思い つ き ま す 。

　 豊さ ん：  最 近見たニュース番組で は、ヘーゼルナッ ツをこ れから 長野市

 で 有名に し よ う と さ い ばい が始ま っ て い る こ と が 紹
し ょ う かい

介さ れ

 て い ま し た 。

　 緑さ ん：  ヘーゼルナッ ツと はどのよう な 植物なのでし ょ う 。まずは、リ ン ゴと ヘーゼルナッ ツの花に

 つい て 調べま し ょ う 。

　 【 調べた 結果】

調べた 項目 リ ン ゴ ヘ ーゼルナ ッ ツ

花のつく り

一つ の花に お し べと めし べがあ る おばな（ おし べのある花） と めばな（ め

し べのある 花） がある

花の色 白やう すい ピ ン ク 黄緑色

花のに お い 甘
あま

い に お い ほと んど な い

花がさ く 時期 ４ ～５ 月 ２ ～４ 月

花のみつ あ る ほと んど な い

豊さ ん ：  リンゴやヘーゼルナッツの実ができるには、おし べにある 花粉がめし べに運ばれ、受粉するこ

 と が必要でし た 。ａ リ ン ゴやヘーゼルナッ ツはどのよう にして 花粉が運ばれる のでし ょ う か。

　
⑴　 ヘーゼルナッ ツ 以外の植物で 、 おばな と めばな がある 植物を １ つ書き な さ い。

⑵　 緑さ んは下線部ａ について 、 【 調べた 結果】 から 「 リ ン ゴ の花粉は虫によ っ て 運ばれて いる 」 と

　 　 考え ま し た 。 緑さ んがそ のよ う に考え た 理由を 【 調べた 結果】 を も と に書き な さ い。

⑶　 緑さ んと 豊さ ん は【 調べた 結果】 から 新た な 疑
ぎ

問を も ち 、 下のよ う な 実験計画を 立て ま し た 。

　 　 【 実験道具】 や【 実験方法】 の内容から 、 緑さ んと 豊さ ん はど のよ う な 疑問を も っ た と 考え ら

　 　 れる か、 書き な さ い 。

【 実験道具】

・ 色画用紙（ ピ ン ク 、 白、 黄緑、 青、 黒）

・ 砂
さ と う

糖水（ みつ の代わり ）

【 実験方法】

①　 各色画用紙の中央に砂糖水が少量入っ た容

　 　 器を 置き 、虫が来る 場所（ 花だん、公園な

　 　 ど） に設置する 。

②　 10分ごと に、どの色に虫が来たかを 記録する 。

ヘーゼルナッ ツ
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次に 、 緑さ んと 豊さ ん は、 リ ン ゴ と ヘ ーゼルナ ッ ツ を 使っ た お 菓子作り を 始めま し た 。

緑 さ ん ： ま ず、ヘー ゼルナッ ツ を 使っ た クッ キー

　 　 　 　 を 作り ま し ょ う 。

豊 さ ん ： 材 料を 量る 手 順は 、

 で すね。

緑さ ん ： 豊さ ん 、 そ の手順だ と ｂ 砂糖で あ れば40ｇ よ り  　 　 な っ て し ま い ま す 。

豊さ ん ： 正し い 手順で 量ると 、およそ大さ じ ４ 杯と 半分で 砂糖は40ｇ になり まし た 。サラダ 油も 40ｇ

　 　 　 　 必要な ので 大さ じ ４ 杯と 半分で い い で す ね。

緑さ ん ： あ れ、 試し て みる と サラ ダ 油はｃ 40ｇ よ り 多く な っ て し ま い ま し た 。

豊さ ん ： 砂糖は、およそ大さ じ ４ 杯と 半分で 40ｇ なのに、な ぜ、サラダ 油は同じ 量り 方をし ても 40ｇ

　 　 　 　 よ り 多く な っ て し ま う ので し ょ う か。

⑷　 下線部ｂ に つ い て 、 砂糖は40ｇ よ り 「 多く 」 な り ま す か、 そ れと も 「 少な く 」 な り ま すか。

　 　  ア  に 入る 語句と 、 そ のよ う に な る 理由を 書き な さ い 。

⑸　 下線部ｃ から 、 砂糖と サラ ダ 油の体積と 重さ の関係に つ い て 、 ど のよ う な こ と がわかり ま

すか。 「 体積」 と 「 重さ 」 の語句を 用い て 書き な さ い 。 た だ し 、 砂糖も サラ ダ 油も す り 切り

一杯で 測定し 、 大さ じ に 量り と っ た も のが残っ て い な い こ と と し ま す。

　

緑さ ん： 次は、 リ ン ゴジャ ムを 作り ま し ょ う 。 リ ン ゴ ジャ ム

　 　 　 　 の作り 方のと おり に作り まし たが、 も っ と 甘く し た

　 　 　 　 いので、 砂糖の量を 増やし たいです。

豊さ ん： そう いえば、 理科の実験で、 食塩は、 水の温度を 上

　 　 　 　 げても 、 と ける 量があまり 変わり ませんでし たが、

　 　 　 　 ｄ 砂糖は、 水の温度によ っ て、 と ける 量は変わる の

　 　 　 　 でし ょ う か。

⑹　 豊さ んの下線部ｄ の疑問を 解決する ために実験を 行いま す。 こ の実験において 、「 変える 条件」 と

　 　 「 同じ にする 条件」 は何か、 そ れぞれ書き な さ い。

　 　   ヘーゼルナッ ツ ク ッ キーの作り 方

　 　   直径約５ ㎝のク ッ キー12個分

材料：  砂糖40ｇ 、 サラ ダ油40ｇ

 薄
はく

力粉100ｇ 、 ヘーゼルナッ ツ 20ｇ

手順：  ①　 材料を 計量する

 ②　 サラ ダ油、 砂糖、 薄力粉を 混ぜる

 ③　 ②にヘーゼルナッツを入れて混ぜる

 ④　 12個に分けて形を つく る

 ⑤　 170℃のオーブ ン で 15分焼く

(ア)  電子てんびんを 平らなところに置

 き、電源
げん

を入れる。

(イ )  目盛
も

り が０ になっていることを 確

 認
にん

する。

(ウ)  電子てんびんに皿を 乗せる。

(エ)  目盛り が40ｇ になるまで 砂糖を皿

 に入れる。

ア

リ ン ゴ ジャ ムの作り 方

材料：  リ ン ゴ１ 個　 砂糖50ｇ

手順：  ①　 リ ン ゴを １ ㎝角に切る

 ②　 鍋
なべ

に砂糖と 切っ たリ ン

 　 　 ゴを 入れ、 弱火で水分

 　 　 がなく なる まで煮
に こ

込む
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－ 1 －

令
和
８
年
度

長
野
市
立
長
野
中
学
校
入
学
者
選
抜

作
文 

（
時
間 

50 

分
）

【
注
意
事じ

項こ
う

】

１
　
「
始
め
」
の
合
図
が
あ
る
ま
で
、
中
を
開
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

２
　
作
文
の
問
題
は
、
問
題
冊さ

っ

子し

の
２
～
５
ペ
ー
ジ
に
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。

３
　
問
題
冊
子
と
は
別
に
、
２
枚ま

い

の
解
答
用
紙
が
あ
り
ま
す
。
２
枚
の
解
答
用
紙
に
、
氏
名
と
受
検

番
号
を
ま
ち
が
い
の
な
い
よ
う
に
書
き
な
さ
い
。

４
　
解
答
は
、
す
べ
て
解
答
用
紙
の
解
答
ら
ん
に
書
き
な
さ
い
。
な
お
、
解
答
用
紙
の
※
印
の
あ
る

と
こ
ろ
に
は
、
何
も
書
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

５
　
問
題
冊
子
の
あ
い
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
メ
モ
に
使
っ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

６
　
検
査
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
印
刷
が
は
っ
き
り
し
な
い
と
こ
ろ
や
、
ペ
ー
ジ
が
足
り
な
い
と
こ
ろ

が
あ
れ
ば
、
静
か
に
手
を
あ
げ
な
さ
い
。

７
　
答
え
を
直
す
と
き
は
、
き
れ
い
に
消
し
て
か
ら
、
新
し
い
答
え
を
書
き
な
さ
い
。

８
　
ま
わ
り
の
人
と
話
を
し
た
り
、
用
具
の
貸
し
借
り
を
し
た
り
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

９
　
解
答
は
、
指
定
さ
れ
た
字
数
や
条
件
に
し
た
が
っ
て
書
き
な
さ
い
。

　
　
ま
た
、
句
読
点
（ 

、 

。 

）
や
、
か
ぎ
か
っ
こ
（ 

「
　
」 

）
も
１
字
に
数
え
ま
す
。
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【
問
】
緑

み
ど
り

さ
ん
の
学
級
で
は
、
「
私

わ
た
し

が
勇
気
づ
け
ら
れ
た
本
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
本
を
選
び
、
こ
れ
ま
で

の
自
分
の
経
験
と
結
び
付
け
て
紹

し
ょ
う
か
い

介
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
次
の
【
Ａ
】
は
緑
さ
ん
が
、

【
Ｂ
】
は
豊

ゆ
た
か

さ
ん
が
選
ん
だ
本
の
文
章
の
一
部
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
文
章
と
、
緑
さ
ん
と
豊
さ
ん

が
【
本
の
紹
介
に
入
れ
よ
う
と
考
え
て
い
る
経
験
】
を
読
み
、
各
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

【
Ａ
】

　　
　
失
敗
を
経
験
し
、
体
験
的
知
識
を
学
ぶ
こ
と
は
、
学
生
が
大
き
く
成
功
す
る
貴き

ち
ょ
う重

な
機
会
で
す
。

そ
こ
で
、
私
が

　 ＊1

教き
ょ
う
べ
ん

鞭
を
と
っ
て
い
た
東
京
大
学
工
学
部
機
械
科
の
授
業
で
は
、
で
き
る
だ
け
学 

生
た
ち
が
失
敗
で
き
る
授
業
内
容
を
組
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
、
学
生
を
四
人
一
組
の
グ

ル
ー
プ
に
分
け
て
、
決
め
ら
れ
た
予
算
内
で
、
自
由
に
シ
ス
テ
ム
を
設
計
・
製
作
さ
せ
る
体
験
学 

習
で
し
た
。

　
　
こ
の
授
業
を

　 ＊2

有
意
義
な
体
験
学
習
に
す
る
た
め
の
コ
ツ
は
、
あ
え
て
細
か
い
課
題
設
定
を
行 

わ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

　
　
例
え
ば
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
、
何
か
の
動
作
を
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
」
と 

い
う
課
題
を
与あ

た

え
た
と
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
時
、
ど
ん
な
動
作
を
さ
せ
る
の
か
、
部
品
に
は
何
を 

使
う
の
か
な
ど
に
つ
い
て
、
教
官
か
ら
は
何
も
指
示
し
な
い
の
で
す
。
そ
う
な
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ 

の
グ
ル
ー
プ
が
自
分
た
ち
で
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
学
生
た
ち
は
自
分
の
頭
で
必
死
に 

考
え
な
が
ら
、
自
分
た
ち
は
ど
ん
な
課
題
で
シ
ス
テ
ム
を
設
計
す
る
の
か
、
そ
こ
か
ら
考
え
始
め 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

　
　
シ
ス
テ
ム
の
課
題
が
決
ま
り
、
ど
ん
な
動
き
を
さ
せ
る
か
、

　 ＊3

具
対
的
な
ア
イ
デ
ア
が
浮う

か
ぶ

と
、
学
生
た
ち
は
予
算
の
三
〇
〇
〇
円
を
持
っ
て
、
当
時
日
本
一
の
電
気
街
だ
っ
た
秋
葉
原
を
歩 

き
回
っ
て
、
自
分
た
ち
が
作
る
機
械
に
必
要
な
部
品
を
探
し
て
、
購

こ
う
に
ゅ
う

入
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
テ
ー
マ
が
決
ま
り
、
部
品
が
揃そ

ろ

う
と
、
い
よ
い
よ
設
計
と
製
作
の
作
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
決 

め
ら
れ
た
期
限
ま
で
に
「
設
定
し
た
課
題
に
沿そ

っ
て
シ
ス
テ
ム
を
動
か
す
」
と
い
う
ゴ
ー
ル
を
目 

指
し
て
、
ひ
た
す
ら
努
力
を
続
け
ま
す
。
こ
こ
ま
で
の

　 ＊4

過
程
に
お
い
て
も
、
「
一
度
決
め
た
課
題 

の
欠
点
に
気
づ
い
て
設
定
し
直
す
」
「
部
品
が
見
つ
か
ら
な
い
」
「
買
っ
て
き
た
部
品
が
間ま

違ち
が

っ
て 

い
た
」
な
ど
、
い
く
つ
も
の
失
敗
が
起
こ
り
ま
す
。
そ
の
失
敗
を

ａ

リ
カ
バ
ー
す
る
た
び
、
学
生 

た
ち
に
は
体
験
的
知
識
が

　 ＊5

蓄ち
く
せ
き積

さ
れ
る
の
で
す
。

（
中
略
）

　
　
ゼ
ロ
か
ら
何
か
を
作
り
出
す
と
い
う
こ
と
は
、
表
面
的
知
識
が
通
用
す
る
ほ
ど
簡か

ん
た
ん単

な
こ
と
で 

は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
体
験
学
習
で
得
た
い
く
つ
も
の
失
敗
は
、
学
生
た
ち
に
と
っ
て
、 

と
て
も
貴
重
で
有
意
義
な
体
験
に
な
り
ま
す
。
自
分
で
ち
ゃ
ん
と
考
え
て
、
危き

き機
的て

き

状
じ
ょ
う
き
ょ
う

況
を
回か

い

ひ避 

し
た
り
、
大
き
な
失
敗
の
起
こ
る
可
能
性
を
下
げ
た
り
す
る
と
き
に
必
要
な
体
験
的
知
識
は
、
自 

分
自
身
で
体
感
し
な
け
れ
ば
学
習
で
き
な
い
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
畑
村
洋
太
郎
『
や
ら
か
し
た
時
に
ど
う
す
る
か
』
よ
り
）

　
︿
＊
注
﹀

　 ＊1

教
鞭
を
と
る
…
教
師
に
な
っ
て
教
え
る
。

　
　

　
　
　
　
　
　 ＊2

有
意
義
…
そ
の
人
に
と
っ
て
積
極
的
な
意
味
が
み
と
め
ら
れ
る
様
子
。

　
　
　 ＊3

具
対
的
…
具
体
的

　
　
　
　
　
　 ＊4

過
程
…
進
行
し
て
い
く
物
事
の
順
序
。
ま
た
、
そ
の
と
ち
ゅ
う
の
経
過
。

　
　
　
　
　
　 ＊5

蓄
積
…
い
ざ
と
い
う
時
役
立
て
る
た
め
に
、
た
く
わ
え
て
お
く
こ
と
。
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【
本
の
紹
介
に
入
れ
よ
う
と
考
え
て
い
る
経
験
】

【
Ｂ
】

　　
　
負
け
る
の
が
恥は

ず
か
し
い
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
（
高
橋
尚な

お

子こ

）

　　
　
日
本
女
子
マ
ラ
ソ
ン
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
初
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
・
高
橋
尚
子
さ
ん
の

　 ＊1

も
の 

で
す
。

　
　
負
け
を
ど
う
受
け
止
め
る
か
に
よ
っ
て
、
あ
な
た
の
成
長
の
ス
ピ
ー
ド
は
大
き
く
変
わ
っ
て 

く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　
心
理
学
に
は
「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
別
名
・
精
神
的
回
復
力
と
い 

わ
れ
て
い
ま
す
。
簡か

ん
た
ん単

に
伝
え
る
と
「
失
敗
し
て
も
、
ま
た
頑が

ん

ば張
ろ
う
と
思
え
る
気
持
ち
」
で 

す
。

　
　
こ
れ
は
目
の
前
に
起
き
る
困こ

ん
な
ん難

な
出
来
事
に
向
き
合
う
際
に
必
要
な
能
力
だ
と
い
わ
れ
て
い 

ま
す
。

　
　
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
（
ア
メ
リ
カ
航
空
宇う

宙
ち
ゅ
う

局
）
の
採
用
試
験
で
は
ど
れ
だ
け
大
き
な
困
難
に
向
き
合 

い
、
乗
り
越こ

え
て
き
た
か
を
採
用
基
準
の
一
つ
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
宇
宙
と
い
う
だ
れ
も 

助
け
て
く
れ
な
い

　 ＊2

過か

こ

く酷
な

　 ＊3

極
限
状
態
で
は
、
こ
の
困
難
を
乗
り
越
え
る
力
（
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
） 

が
求
め
ら
れ
る
の
で
す
。

　
　
一
人
で
数
多
く
の
困
難
を
乗
り
越
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
点
で
は
、
人
生
も
、
そ
し 

て
各
競
技
も
お
な
じ
よ
う
な
も
の
だ
と
い
え
ま
す
。
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
強
さ
は
才
能
と
も
い
え 

る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鈴
木
颯は

や

と人
『
弱
い
メ
ン
タ
ル
に
劇げ

き
て
き的

に
効
く
ア
ス
リ
ー
ト
の
言
葉
』
よ
り
）

　
︿
＊
注
﹀

　 ＊1

も
の
…
こ
こ
で
は
「
言
葉
」
の
意
味

　
　
　 ＊2

過
酷
…
普ふ

つ

う通
よ
り
も
き
び
し
い
様
子
。

　
　
　
　
　
　 ＊3

極
限
…
そ
れ
を
こ
え
た
ら
、
平
常
な
状
態
が
失
わ
れ
る
、
ぎ
り
ぎ
り
の
所
。

【
本
の
紹
介
に
入
れ
よ
う
と
考
え
て
い
る
経
験
】

　
五
年
生
の
と
き
、
私
は
児
童
会
役
員
と
し
て
、
六
年
生
を
送
る
会
の
計
画
や

進
行
を
行
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
本
番
前
日
に
な
っ
て
必
要
な
も
の
が
用
意
で
き

て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
り
、
当
日
は
予
定
し
て
い
た
時
間
を
こ
え
て
し

ま
っ
た
り
し
て
、
く
い
が
残
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
こ
の
本
を

読
ん
で
、
失
敗
の
経
験
か
ら 

　

あ

　 

を
得
る
こ
と
が
大
切
だ
と
知
り
ま
し
た
。

　
六
年
生
に
な
り
、
一
年
生
を
む
か
え
る
会
を
行
っ
た
と
き
に
は
、
用
意
す
る
も

の
を
早
め
に
た
し
か
め
た
り
、
時
間
を
意
識
し
て
リ
ハ
ー
サ
ル
を
し
た
り
し
た
と

こ
ろ
、
一
年
生
の
先
生
か
ら
「
と
て
も
よ
い
会
だ
っ
た
よ
。
あ
り
が
と
う
。
」
と

声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
「
あ
の
と
き
の
失
敗
」
か
ら
得
た
も
の
を
生
か
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
ぼ
く
は
、
昨
年
、
出
場
し
た
野
球
の
大
会
で
、
練
習
試
合
で
は
い
つ
も
勝
て

て
い
た
チ
ー
ム
に
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
と
て
も
く
や
し
く
て
、
ず
っ
と
落

ち
込
ん
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
本
に
出
合
い
、 

　
い

　 

と
よ
ば
れ
る
、

失
敗
し
て
も
ま
た
が
ん
ば
ろ
う
と
思
え
る
気
持
ち
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
練
習
に
前
向
き
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
の
経
験

が
自
分
の
成
長
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

緑
さ
ん

豊
さ
ん



－ 4 －

こ のページ に問題はあり ま せん。

メ モに使っ ても かま いま せんが、 解答は解答用紙に書く こ と 。

問題は次のページに続き ます。



－ 5 －

（
一
）

　
ａ
「
リ
カ
バ
ー
」
に
つ
い
て
、
文
章
中
で
使
わ
れ
て
い
る
意
味
と
し
て
も
っ
と
も
ふ
さ
わ

　
　
　
　
し
い
も
の
を
一
つ
選
び
、
記
号
を
書
き
な
さ
い
。

　　
　
ア

　
失
敗
を
か
く
そ
う
と
す
る
こ
と

　
　
　
イ

　
失
敗
を
わ
す
れ
て
、
次
に
進
む
こ
と

　
　
ウ

　
失
敗
を
く
り
返
す
こ
と

　
　
　
　
　
　
エ

　
失
敗
に
対
応
し
、
取
り
も
ど
そ
う
と
す
る
こ
と

　（
二
）

　
緑
さ
ん
と
豊
さ
ん
の
【
本
の
紹
介
に
入
れ
よ
う
と
考
え
て
い
る
経
験
】
の 

　
　
　 

と

　
　
　
　
　
　
　
　
に
は
、
【
Ａ
】
【
Ｂ
】
の
文
章
か
ら
、
緑
さ
ん
と
豊
さ
ん
が
読
み
取
っ
た
内
容
が
入

　
　
　
　
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
、

　
　
　 

は
【
Ａ
】
か
ら
五
字
で
、

　
　
　 

は

　
　
　
　
【
Ｂ
】
か
ら
六
字
で
ぬ
き
出
し
て
書
き
な
さ
い
。

（
三
）

　
緑
さ
ん
と
豊
さ
ん
の
【
本
の
紹
介
に
入
れ
よ
う
と
考
え
て
い
る
経
験
】
を
聞
い
た
学

ま
な
ぶ

さ
ん

　
　
　
　
は
、
次
の
よ
う
な
感
想
を
も
ち
ま
し
た
。

　
　
　
に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
、
三
十
字
以
上

　
　
　
　
五
十
字
以
内
で
書
き
な
さ
い
。

　　
　
　
緑
さ
ん
と
豊
さ
ん
の
話
を
き
い
て
、
経
験
や
本
の
内
容
は
ち
が
っ
て
い
て
も
、

　　　
　
と
い
う
点
で
、
二
人
が
気
づ
い
た
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

　（
四
）

　
あ
な
た
は
こ
れ
ま
で
に
、
「
失
敗
」
「
課
題
」
「
困
難
」
に
出
合
っ
た
と
き
に
、
ど
の
よ
う
に

　
　
　
　
乗
り
越
え
よ
う
と
し
て
き
ま
し
た
か
。
ま
た
、
そ
の
経
験
か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
学
び

　
　
　
　
ま
し
た
か
。
次
の
〈
条
件
〉
に
し
た
が
っ
て
書
き
な
さ
い
。

　　
　
〈
条
件
〉

　
　
　
Ⅰ

　
あ
な
た
が
こ
れ
ま
で
に
出
合
っ
た
「
失
敗
」
「
課
題
」
「
困
難
」
の
う
ち
、
一
つ
を
選
ん

　
　
　
　
　
で
書
く
こ
と
。

　
　
　
Ⅱ

　
Ⅰ
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
場
面
や
出
来
事
を
あ
げ
、
ど
の
よ
う
に
乗
り
越
え
よ
う
と
し
て

　
　
　
　
　
き
た
か
を
書
く
こ
と
。
（
乗
り
越
え
ら
れ
た
、
乗
り
越
え
ら
れ
な
か
っ
た
は
問
わ
な
い
。
）

　
　
　
Ⅲ

　
Ⅱ
の
経
験
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
書
く
こ
と
。

　
　
　
Ⅳ

　
二
五
〇
字
以
上
三
〇
〇
字
以
内
で
書
く
こ
と
。

あ

い

あ

い

う

う

学
さ
ん



得　 点

※

適－① 解答用紙

氏名

受検
番号

【問１】

⑴ Ｌ

⑵

⑶

⑷ ア

⑸ イ ウ エ　

⑹

番号

理由



得　 点

※

適－② 解答用紙

氏名

受検
番号

【問２】

⑴

⑵

ア

イ

ウ

⑶

資料

番号

理由

中山間地域は人口減少が進んでいる



得　 点

※

適－③ 解答用紙

氏名

受検
番号

【問３】

⑴

⑵

⑶

⑷

アに入る語句

理　 由

⑸

⑹

変える条件

同じ にする条件



作－①

作文　 解答用紙

得　 点

※

氏名

受検
番号

※
（
一
）

※
（
二
）

※
（
三
）

（
一
）

　
　
　

（
二
）

　
　
あ

　
　
い

（
三
）

　
　
　

50 30



作－②

作文　 解答用紙 氏名

受検
番号

※
（
四
）

250

300

（
四
）



 

（市立様式第３号）（第１関係） （用紙寸法　Ａ４）

(注)　※欄は記入しないこと。

５年 ６年 ５年 ６年

５年 ６年

学級活動

児童会活動

クラブ活動

５年 ６年

基本的な生活習慣

健康・体力の向上

自主・自律

責任感

創意工夫

思いやり・協力

生命尊重・自然愛護

勤労・奉仕

公正・公平

公共心・公徳心

本報告書の記載事項に誤りのないことを証明します。

学　校　名

校　長　名

　　　　年　　月　　日 作成者氏名　　　　　 　　　　　　　　　

項　目

性別

主体的に学習に取り組む態度

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

知識・技能

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

Ｆ　行動の記録

学校行事

Ａ　受検番号

評定

卒業等

思考・判断・表現

項　目

Ｅ　特別活動の記録

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

知識・技能

報 　告 　書

令和　　 年　　月 　卒業(修了)見込み

観点別学習状況

※

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

 平成　　　年　　　月　　　日 生

観        点

Ｂ　学籍の記録

Ｃ　各教科の学習の記録 Ｄ　総合的な学習の時間の記録（６年）

ふりがな

児童氏名

生年月日

知識・技能

国
 
語

教
科

社
 
会

思考・判断・表現

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

知識・技能

Ｇ　総合所見及び特記事項

外
国
語

家
 
庭

音
 
楽

理
 
科

体
 
育

図

画

工

作

主体的に学習に取り組む態度

算
 
数

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

印

 


